職種：包装・出荷　　職務：包装・保管・出荷

【概要】

　製品を保護・保存するため、各種の材料で包装し、保管のうえ、出荷を行う仕事。

【仕事の内容】

　包装・保管・出荷は、「工業包装」「保管・現品管理」「出荷」の仕事に大別される。

「工業包装」では、不良品や異品が含まれていないか確認しながら必要な包装資材を準備し、包装作業を行ったうえで、内容証明（ラベル）を添付する。「保管・現品管理」では、製品の入庫・出庫管理を行い、在庫数量などに問題がないか確認を行う。「出荷」では、出荷計画や作業指示書に基づき、搬出・出荷作業を確実に行う。

在庫管理へのIT導入が進んでおり、現品管理や出荷の作業者には、情報端末機器等を用いて効率的に管理しながら作業を遂行することが求められる。また、フォークリフトなど荷役運搬機の操作が必要となるケースが多い。

【求められる経験・能力】

（1） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。

（2） 関連資格として、たとえば、技能検定（工業包装）の資格（１級、２級）等があり、資格取得により技能が社内で認められて地位が向上することもある。
（3） 一般の梱包作業は軽作業が多いものの、保管・出荷等の際には力仕事が求められる場合もある。また、比較的に単調な仕事の繰り返しの中で一定の作業能率を維持させなければならないことから、忍耐力と手先の器用さが必要である。

【関連する資格・検定等】

・技能検定（１級~２級）：工業包装（工業包装作業）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

・玉掛け技能者（都道府県労働局等）

・フォークリフト運転者（都道府県労働局等）

　など

　　　　　　　　　

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　　７５４　倉庫作業員
　　７５６　荷造作業員

７７１　製品包装作業員　など

